














小児期の逆流性腎症,慢性腎盂腎炎,ならびに慢性腎機能低下例についての全国的なアンケ

ート調査を実施した。385 例の逆流性腎症と慢性腎盂腎炎の報告があり,このうち逆流性腎

症と考えられる膀胱尿管逆流(VUR)に腎瘢痕(scar)を伴った例が 200 例みられた。発見動機

では尿路感染症が最も多く,次いで chance proteinuria and/or hematuria が多くみられ,

発見年齢は 1歳未満が大多数を占めていた。初回判定時の VURの grade と scar の程度とは

関連がみられたが,経日的な観察では,逆流防止術による効果を含めて VUR の grade が改善

しても scarの程度には変化はみられず,scar 形成は不可逆的と考えられた。一般検査では

scar を認めた症例で,高血圧と尿中蛋白およびβ2-microglobulin 排泄の高値を示す例が

多くみられた。慢性腎機能低下例は 254 例の報告があり,43 例は基礎疾患が逆流性腎症,慢

性腎盂腎炎・水腎症で,発見動機では chance proteinuria and/or hematuriaが最も多くみ

られた。従って,小児期の腎機能低下の原因として逆流性腎症,慢性腎盂腎炎,水腎症などの

腎・尿路奇形に注目すべきで,これら疾患が一般検尿による発見が困難である点を考慮する

とき,早期の発見のためには検診の乳幼児期への拡充と,超音波診断法,菌尿などのスクリ

ーニング法の導入,ならびに疑わしい例の専門施設での検索といった検診方法の整備が必

要と考える。 


